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	スライド 1: 〇令和７年１月１日時点の外国人人口は過去最高の３６７万７４６３人 　となり、前年末に比べ、３５万４，０８９人増加している。 〇令和７年１月１日現在の全人口に占める在留外国人の割合は、 　約３．０％となっている。 
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